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抄録[MSPゴ10p]
　400字以内[MSP明朝10p]。本論文の英文も投稿予定の場合は、この抄録の和文と英文が、全体として、同じ構成と論旨で書かれているように配慮してください。
キーワード：（MSP明朝10p で5つ以内、例えば）改善策、職場環境、身体負担、心理負担、筋骨格系
１．ねらい[MSPゴ10p]
　見出し、図表以外の本文は[MSP明朝10p]で書いてください。
　この書式に従って、１．はじめに、２．方法、３．結果、４．結論などのように、区分を定めて、記述し、図表と参照文献を含めて、この様式に従って8ページ以内にまとめてください。本論文の英文も投稿予定の場合は、この和文と英文が、全体として、同じ構成と論旨で書かれているように配慮してください。
２．方法
　研究方法は……

　以下のような小見出しをつけて、いくつかの区分ごとに記述することもできます。この小見出しは、英文の場合と同様、番号を付けないでおき、したがって小見出しの数が多すぎないようにすることがすすめられます。
小見出し
　書式については、以下を厳守して下さい。指定の書式にあっていない場合は、編集にさいして修正します。
　用紙サイズはA4（印刷もA4です）。
　ページのマージンは、以下に設定し、本文と参考文献は2段組みとします。
　上　20mm
　下　20mm
　左右　２2mm
ヘッダとフッタ

（指定の必要はありません）
行数・文字数の設定
　行数だけを設定して、
　46行　（行送りは15.7ポイント）
本文の組み方
　2段組で間隔は2文字、フォントサイズ10ポイント、MSP明朝で、英数文字は日本語用と同じフォントで書きます。
　強調などのために、適宜フォントを変えたり文字装飾をするのは、避けます。
ページ数
この様式に従って、本文中に挿入する図表、本文の後に続く参考文献を含めて８ページ以内とします。
　図表、写真の利用は自由です。ただし印刷時の見やすさや文章の量とのバランスを考慮して下さい（白黒印刷です）。
３．結果と考察
　見出しは、上記の見本の見出しの形式に従って下さい。結果と考察は一緒にまとめても、また考察を別にして、３．結果、４．考察としても、どちらでも構いません。
　「２．方法」記述の場合と同様に、小見出しをつけて、区分ごとに記述することができますが、この小見出しは、英文の場合と同様、番号を付けないでおき、したがって小見出しの数が多すぎないようにまとめておくことがすすめられます。
　図表、写真の利用は自由です。ただしページ数の制限からみて文章の量とのバランスを考慮してください（白黒印刷です）。
図表について

　明確な制限はありません。ただし、編集側で調整する場合があります。編集側で調整できない場合は、作成者にお願いすることになります。１つの注意としては、透過特性の図形（特に透過GIF）の形式は避けて下さい。Wordファイルに挿入した段階では問題なくても、pdf にすると汚くなり、文書サイズが大きくなります。透過GIFの意味が分からない場合は、気にされなくても構いません。
　写真の場合は、白黒又はグレースケールで、300dpi程度の解像度の写真を使用してください。

４．まとめ
　本文の書式設定としては、
「2段組で間隔は2文字、フォントサイズ10ポイント、MSP明朝で、英数文字は日本語用と同じフォント
でお願いします。ただし、強調などのために、適宜フォントを変えたり文字装飾をするのは構いません。
　用紙サイズはA4（印刷もA4です）
文献
　引用文献は、引用順に、本文中の該当箇所に番号を上つきルビで表記します。本文の最後にこの引用順に番号を付して文献リストを列記します。著者名は、全部書きます。文献リストの書き方は、以下の通りとします。
⦅学術雑誌⦆　著者名 (西暦発行年) 表題、雑誌名、巻（号）、頁－頁.
例示

１）　鈴木一弥、松元俊　(2006)　柔軟なマットが…に及ぼす効果. 労働科学　82:22-32.
2)　 Trankhoff, SP, Norris A (1978) Longitudinal changes in basal metabolism in man. J. Appl. Physiol., 45:536- 539. 
⦅単行本⦆　著者名 (西暦発行年) 表題、編者名、署名、発行所在地、発行所、引用頁－頁.
例示
3)　酒井一博　(1994)　運輸労働. 三浦豊彦編、現代労働衛生ハンドブック、川崎：労働科学研究所、1423-1430.
4)　 Colquhoun WP (1971) Circadian variations in mental efficiency. Colquhoun WP編 Biological Rhythms and Human Performance. London: Academic Press, 39-53. 

（注）全体として
　基本的に、この見本にテキストを流し込んでしまえばよいと考えています。
原稿の提出について
　このテンプレートに従って、8ページ以内にまとめて、2016年1月31日までに下記宛てのメールに添付して提出してください。
提出用メール・アドレス：　tools@humanergology.com

